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リファレンスガイド

本書について
本書では、Quick MONITOR の各種監視項⽬の設定⽅法について説明しています。

はじめてQuick Monitorをお使いになる⽅は、別冊のクイックスタートをご参照ください。
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⽬次
事前準備

1. ⾃動復旧機能に必要な権限の設定
Virtual Machines の⾃動復旧を有効化したい場合
Azure Database for Maria DB の⾃動復旧を有効化したい場合
Azure Database for MySQL フレキシブルサーバーの⾃動復旧を有効化したい場合

2. Teams を通知⽅法として選択する場合の準備
Teams (テキスト) を利⽤する場合
Teams (⾳声) を利⽤する場合

Teams Developer Portal でアプリ登録
登録したアプリに対して Azure Portal で権限を付与
認証情報の発⾏

監視するインスタンスの追加・削除
Virtual Machines
Database
URL

警告と障害条件設定の変更
Virtual Machines
Database
URL
共通

⾃動復旧設定の変更
通知設定の変更

通知⽅法「メール」
通知⽅法「Slack」
通知⽅法「LINE」
通知⽅法「Chatwork」
通知⽅法「Mattermost」
通知⽅法「Teams (テキスト)」
通知⽅法「Teams (⾳声)」

AzureAPIアクセスの設定
AzureAPIアクセスの設定の変更

ダッシュボード
Board1 (マネージャー向け)
Board2 (監視オペレーター向け)

その他
⾔語の変更
タイムゾーンの変更
パスワードの変更
ログアウト
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事前準備
1. ⾃動復旧機能に必要な権限の設定

⾃動復旧機能を有効化したい場合は、インスタンスの再起動権限が必要です。

Virtual Machines の⾃動復旧を有効化したい場合

1. Azure portalにサインインします。

2. サブスクリプション サービスを開きます。

3. 任意のサブスクリプションを選びます。

4. [アクセス制御 (IAM)] を開きます。

https://portal.azure.com/
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5. [追加] のメニューから [カスタムロールの追加] を選びます。

6. 任意のカスタムロール名を⼊⼒し、[次へ] をクリックします。
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7. [アクセス許可の追加] をクリックします。

8. 検索欄に Microsoft.Compute/virtualMachines/restart/action を⼊⼒し、[Microsoft Compute]
をクリックします。
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9. [その他: 仮想マシンの再起動] にチェックをいれて [追加] をクリックします。
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10. [確認と作成] をクリックします。
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11. [作成] をクリックします。
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12. [追加] のメニューから [ロールの割り当ての追加] を選びます。

13. [種別] をクリックし、[カスタムロール] を選びます。
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14. 作成したカスタムロールを選んで、[次へ] をクリックします。

15. [アクセスの割り当て先] を選択し、[メンバーを選択する] をクリックします。
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16. 登録したアプリを選び、[選択] ボタンをクリックします。
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17. ⼊⼒内容を確認後、[レビューと割り当て] ボタンをクリックします。
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18. 再度 [レビューと割り当て] ボタンをクリックします。
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Azure Database for Maria DB の⾃動復旧を有効化したい場合

1. Azure portalにサインインします。

2. サブスクリプション サービスを開きます。

3. 任意のサブスクリプションを選びます。

4. [アクセス制御 (IAM)] を開きます。

https://portal.azure.com/
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5. [追加] のメニューから [カスタムロールの追加] を選びます。

6. 任意のカスタムロール名を⼊⼒し、[次へ] をクリックします。
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7. [アクセス許可の追加] をクリックします。

8. 検索欄に Microsoft.DBforMariaDB/servers/restart/action を⼊⼒し、[Microsoft DB for Maria
DB] をクリックします。
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9. [その他: Restart MariaDB Server] にチェックをいれて [追加] をクリックします。
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10. [確認と作成] をクリックします。
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11. [作成] をクリックします。
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12. [追加] のメニューから [ロールの割り当ての追加] を選びます。

13. [種別] をクリックし、[カスタムロール] を選びます。
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14. 作成したカスタムロールを選んで、[次へ] をクリックします。

15. [アクセスの割り当て先] を選択し、[メンバーを選択する] をクリックします。
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16. 登録したアプリを選び、[選択] ボタンをクリックします。



23 / 122

17. ⼊⼒内容を確認後、[レビューと割り当て] ボタンをクリックします。
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18. 再度 [レビューと割り当て] ボタンをクリックします。
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Azure Database for MySQL フレキシブルサーバーの⾃動復旧を有効化したい場合

1. Azure portalにサインインします。

2. サブスクリプション サービスを開きます。

3. 任意のサブスクリプションを選びます。

4. [アクセス制御 (IAM)] を開きます。

https://portal.azure.com/
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5. [追加] のメニューから [カスタムロールの追加] を選びます。

6. 任意のカスタムロール名を⼊⼒し、[次へ] をクリックします。
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7. [アクセス許可の追加] をクリックします。

8. 検索欄に Microsoft.DBforMySQL/flexibleServers/restart/action を⼊⼒し、[Microsoft DB for
MySQL] をクリックします。
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9. [その他: Restart MySQL Server] にチェックをいれて [追加] をクリックします。
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10. [確認と作成] をクリックします。
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11. [作成] をクリックします。
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12. [追加] のメニューから [ロールの割り当ての追加] を選びます。

13. [種別] をクリックし、[カスタムロール] を選びます。
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14. 作成したカスタムロールを選んで、[次へ] をクリックします。

15. [アクセスの割り当て先] を選択し、[メンバーを選択する] をクリックします。
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16. 登録したアプリを選び、[選択] ボタンをクリックします。
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17. ⼊⼒内容を確認後、[レビューと割り当て] ボタンをクリックします。
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18. 再度 [レビューと割り当て] ボタンをクリックします。
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2. Teams を通知⽅法として選択する場合の準備

Teams (テキスト) を利⽤する場合

Teams アプリまたはブラウザでアクセスした Teams から操作します。

1. [Workflows] アプリを開きます。

検索結果に表⽰されない場合は、[さらにアプリを取得する] をクリックして再度検索し、
[Workflows] の [開く] をクリックします。
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2. [新しいフロー] をクリックします。

3. [Webhook 要求を受信するとチャネルに投稿する] をクリックします。
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4. フロー名に任意の名前を⼊⼒し、[次へ] をクリックします。

5. 通知を送りたいチームとチャネルを選択し、[フローの作成] をクリックします。
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6. 表⽰されている URL を控えておきます。
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Teams (⾳声) を利⽤する場合

Quick MONITOR からの通知を Teams の⾳声通話で受け取る場合、Teams Developer Portal と Azure Portal で
の操作が必要です。

Teams Developer Portal でアプリ登録

1. Teams Developer Portal にサインインします。

2. [New app] をクリックします。

3. 任意の名前を⼊⼒し、[Add] をクリックします。

https://dev.teams.microsoft.com/apps
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4. 必要な情報を⼊⼒し、[Save] をクリックします。

Short description の例: Quick MONITOR ⾳声通知 Bot
Developer information の例

Developer or company name: Rworks, Inc.
Website: https://www.rworks.jp/

App URLs の例
Privacy policy: https://www.rworks.jp/
Terms of use: https://www.rworks.jp/
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5. [Configure] の [App features] に移動します。
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6. [Bot] をクリックします。

7. [Create a new bot] をクリックします。
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8. [New bot] をクリックします。

9. 任意の名前を⼊⼒し、[Add] をクリックします。
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10. 次のいずれかの⽅法で Bot ID を控えておきます。

URL からコピー

[Bots] をクリックして戻った画⾯でコピー

11. Channels に移動し、Microsoft Teams にチェックをいれて [Save] をクリックします。
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12. 画⾯左のメニューから [Apps] に移動します。

13. 登録したアプリをクリックします。
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14. [Configure] の [Basic information] に移動します。
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15. Bot ID を [Application (client) ID] に⼊⼒して [Save] をクリックします。
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16. [Configure] の [App features] に移動します。

17. [Bot] をクリックします。
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18. 以下を参考に⼊⼒し、[Save] をクリックします。
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登録したアプリに対して Azure Portal で権限を付与

1. Azure portalにサインインします。

2. Microsoft Entra ID サービスを開きます。

3. [アプリの登録] を開きます。

https://portal.azure.com/
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4. Teams Developer Portal で登録したアプリを選択します。

5. [API のアクセス許可] をクリックします。
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6. [アクセス許可の追加] をクリックします。

7. [Microsoft Graph] をクリックします。

8. [アプリケーションの許可] をクリックします。
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9. 次の 4 つを検索して表⽰されたチェックボックスにチェックをいれ、[アクセス許可の追加] をクリッ
クします。

Calls.AccessMedia.All
Calls.Initiate.All
Calls.InitiateGroupCall.All
User.Read.All
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10. [〜に管理者の同意を与えます] をクリックします。

11. [はい] をクリックします。
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認証情報の発⾏

1. Azure portalにサインインします。

2. Microsoft Entra ID サービスを開きます。

3. [アプリの登録] を開きます。

https://portal.azure.com/
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4. Teams Developer Portal で登録したアプリを選択します。

5. アプリケーション (クライアント) ID と ディレクトリ (テナント) ID を控えておきます。

6. [証明書とシークレット] に移動します。
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7. [新しいクライアントシークレット] をクリックします。

8. 画⾯に従って⼊⼒後 [追加] ボタンをクリックします。
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9. 作成したクライアントシークレットの値を控えます。
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監視するインスタンスの追加・削除
Virtual Machines

1. 画⾯左上のメニューアイコンをクリックします。

2. [メトリック収集設定] をクリックします。

3. [Virtual Machines] ボタンをクリックします。
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4. 対象インスタンス 欄を変更し、[適⽤] ボタンをクリックします。
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Database

1. 画⾯左上のメニューアイコンをクリックします。

2. [メトリック収集設定] をクリックします。

3. [Database] ボタンをクリックします。

4. 対象インスタンス 欄を変更し、[適⽤] ボタンをクリックします。



63 / 122

URL

1. 画⾯左上のメニューアイコンをクリックします。

2. [メトリック収集設定] をクリックします。

3. [URL] ボタンをクリックします。

4. 監視したいWebサイトのURLを⼊⼒します。
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警告と障害条件設定の変更
Virtual Machines

ネットワークパケットの送受信 (NetworkPacketsIn/NetworkPacketsOut)

1. 画⾯左上のメニューアイコンをクリックします。

2. [警告と障害条件設定] をクリックします。

3. 設定を変更したいインスタンス名のボタンをクリックします。
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4. [NetworkPacketsIn] または、[NetworkPacketsOut] (設定を変更したい⽅) をクリックします。
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CPU使⽤率 (CPUUtilization)

1. 画⾯左上のメニューアイコンをクリックします。

2. [警告と障害条件設定] をクリックします。

3. 設定を変更したいインスタンス名のボタンをクリックします。
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4. [CPUUtilization] をクリックします。

5. 警告と障害条件を変更し、[適⽤] ボタンをクリックします。
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ディスク読み取り/書き込みバイト数 (DiskReadBytes/DiskWriteBytes)

1. 画⾯左上のメニューアイコンをクリックします。

2. [警告と障害条件設定] をクリックします。

3. 設定を変更したいインスタンス名のボタンをクリックします。
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4. [DiskReadBytes] または、[DiskWriteBytes] (設定を変更したい⽅) をクリックします。
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ディスク読み取り/書き込み回数 (DiskReadOps/DiskWriteOps)

1. 画⾯左上のメニューアイコンをクリックします。

2. [警告と障害条件設定] をクリックします。

3. 設定を変更したいインスタンス名のボタンをクリックします。
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4. [DiskReadOps] または、[DiskWriteOps] (設定を変更したい⽅) をクリックします。

5. 警告と障害条件を変更し、[適⽤] ボタンをクリックします。
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Database

Database のステータス (Database status)

1. 画⾯左上のメニューアイコンをクリックします。

2. [警告と障害条件設定] をクリックします。

3. 設定を変更したいインスタンス名のボタンをクリックします。
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4. [Database status] をクリックします。

5. 警告と障害条件を変更し、[適⽤] ボタンをクリックします。



74 / 122

インターネット経由でのアクセス可否 (Publicly Accessible)

1. 画⾯左上のメニューアイコンをクリックします。

2. [警告と障害条件設定] をクリックします。

3. 設定を変更したいインスタンス名のボタンをクリックします。
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4. [Publicly Accessible] をクリックします。

5. 警告と障害条件を変更し、[適⽤] ボタンをクリックします。
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クエリ数 (queries)

1. 画⾯左上のメニューアイコンをクリックします。

2. [警告と障害条件設定] をクリックします。

3. 設定を変更したいインスタンス名のボタンをクリックします。
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4. [queries] をクリックします。

5. 警告と障害条件を変更し、[適⽤] ボタンをクリックします。
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単位時間あたりのクエリ数 (query rate)

1. 画⾯左上のメニューアイコンをクリックします。

2. [警告と障害条件設定] をクリックします。

3. 設定を変更したいインスタンス名のボタンをクリックします。
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4. [queriy rate] をクリックします。

5. 警告と障害条件を変更し、[適⽤] ボタンをクリックします。
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特定のクエリが実⾏された回数 (query select / query update / query delete / query insert)

1. 画⾯左上のメニューアイコンをクリックします。

2. [警告と障害条件設定] をクリックします。

3. 設定を変更したいインスタンス名のボタンをクリックします。
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4. 設定を変更したい項⽬名をクリックします。

5. 警告と障害条件を変更し、[適⽤] ボタンをクリックします。
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現在の接続数 (current connections)

1. 画⾯左上のメニューアイコンをクリックします。

2. [警告と障害条件設定] をクリックします。

3. 設定を変更したいインスタンス名のボタンをクリックします。
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4. [current connections] をクリックします。

5. 警告と障害条件を変更し、[適⽤] ボタンをクリックします。
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接続占有率 (connections ratio)

1. 画⾯左上のメニューアイコンをクリックします。

2. [警告と障害条件設定] をクリックします。

3. 設定を変更した異インスタンス名のボタンをクリックします。
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4. [connections ratio] をクリックします。

5. 警告と障害条件を変更し、[適⽤] ボタンをクリックします。
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中⽌された接続の回数 (aborted connections)

1. 画⾯左上のメニューアイコンをクリックします。

2. [警告と障害条件設定] をクリックします。

3. 設定を変更したいインスタンス名のボタンをクリックします。
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4. [aborted connections] をクリックします。

5. 警告と障害条件を変更し、[適⽤] ボタンをクリックします。
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現在の接続占有率 (current connections ratio)

1. 画⾯左上のメニューアイコンをクリックします。

2. [警告と障害条件設定] をクリックします。

3. 設定を変更したいインスタンス名のボタンをクリックします。
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4. [current connections ratio] をクリックします。
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5. 警告と障害条件を変更し、[適⽤] ボタンをクリックします。
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InnoDB バッファープールの合計サイズ (Innodb buffer pool pages total)

1. 画⾯左上のメニューアイコンをクリックします。

2. [警告と障害条件設定] をクリックします。

3. 設定を変更したいインスタンス名のボタンをクリックします。
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4. [Innodb buffer pool pages total] をクリックします。

5. 警告と障害条件を変更し、[適⽤] ボタンをクリックします。
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InnoDB バッファプールの読み取りリクエスト数、または書き込みリクエスト数 (Innodb buffer pool read
requests / Innodb buffer pool write requests)

1. 画⾯左上のメニューアイコンをクリックします。

2. [警告と障害条件設定] をクリックします。

3. 設定を変更したいインスタンス名のボタンをクリックします。
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4. [Innodb buffer pool read requests] または [Innodb buffer pool write requests] をクリックします。

5. 警告と障害条件を変更し、[適⽤] ボタンをクリックします。
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データ読み取り、または書き込みの合計数 (Innodb disk reads / Innodb disk writes)

1. 画⾯左上のメニューアイコンをクリックします。

2. [警告と障害条件設定] をクリックします。

3. 設定を変更したいインスタンス名のボタンをクリックします。

4. [Innodb disk reads] または [Innodb disk writes] をクリックします。
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5. 警告と障害条件を変更し、[適⽤] ボタンをクリックします。
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これまでに読み取られたデータの量、または書き込まれたデータの量 (Innodb disk data read / Innodb disk
data written)

1. 画⾯左上のメニューアイコンをクリックします。

2. [警告と障害条件設定] をクリックします。

3. 設定を変更したいインスタンス名のボタンをクリックします。
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4. [Innodb disk data read] または [Innodb disk data written] をクリックします。

5. 警告と障害条件を変更し、[適⽤] ボタンをクリックします。
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URL

HTTP応答コード (HTTP Status Code)

1. 画⾯左上のメニューアイコンをクリックします。

2. [警告と障害条件設定] をクリックします。

3. 設定を変更したい URL のボタンをクリックします。
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4. [HTTP Status Code] をクリックします。

5. 警告と障害条件を変更し、[適⽤] ボタンをクリックします。
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SSLサーバー証明書期限までの⽇数 (Days until SSL certificate expires)

1. 画⾯左上のメニューアイコンをクリックします。

2. [警告と障害条件設定] をクリックします。

3. 設定を変更したい URL のボタンをクリックします。

4. [Days until SSL certificate expires] をクリックします。
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5. 警告と障害条件を変更し、[適⽤] ボタンをクリックします。
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共通

監視間隔の変更

1. 画⾯左上のメニューアイコンをクリック

2. "メトリック収集設定" をクリック

3. 監視間隔を変更したいメトリックをクリック
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4. インターバルの選択をする
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⾃動復旧設定の変更
1. 画⾯左上のメニューアイコンをクリックします。

2. "⾃動復旧の設定をする" をクリック

3. ⾃動復旧を有効にしたいインスタンスのボタンをクリックして有効化し、[Save] をクリックします。
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通知設定の変更
1. 画⾯左上のメニューアイコンをクリック

2. "通知設定" をクリック

3. [通知⽅法] をクリックし、通知⽅法を選択します。

通知⽅法によって、必要な設定内容が異なります。以下に、通知⽅法ごとの⼊⼒内容についてご案内しま
す。



107 / 122

通知⽅法「メール」

⼊⼒項⽬

項⽬ ⼊⼒内容

宛先 E-Mail アドレスをカンマ区切りで⼊⼒します。

⼊⼒画⾯

通知⽅法「Slack」

⼊⼒項⽬

項⽬ ⼊⼒内容

Webhook URL Incoming Webhook URL を⼊⼒します。

チャンネル 通知を送りたいチャンネル名を⼊⼒します。(例: #channel)

⼊⼒画⾯
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通知⽅法「LINE」

⼊⼒項⽬

項⽬ ⼊⼒内容

アクセストークン LINE Developers で発⾏したアクセストークンを⼊⼒します。

⼊⼒画⾯

通知⽅法「Chatwork」

⼊⼒項⽬

項⽬ ⼊⼒内容

API トークン Chatwork で発⾏した API トークンを⼊⼒します。

ルーム ID 通知を送りたいルームの ID を⼊⼒します。

⼊⼒画⾯
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通知⽅法「Mattermost」

⼊⼒項⽬

項⽬ ⼊⼒内容

Webhook URL Mattermost で発⾏した Webhook URL を⼊⼒します。

チャンネル 通知を送りたいチャンネル名を⼊⼒します。(例: #channel)

⼊⼒画⾯
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通知⽅法「Teams (テキスト)」

Webhook URL の具体的な発⾏⽅法は本書の「事前準備 - Teams を通知先として利⽤する場合の準備」をご確
認ください。

⼊⼒項⽬

項⽬ ⼊⼒内容

Webhook URL Teams の Workflows アプリで発⾏した URL を⼊⼒します。

⼊⼒画⾯
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通知⽅法「Teams (⾳声)」

クライアントID、クライアントシークレット、テナント ID の具体的な発⾏⽅法は本書の「事前準備 - Teams
を通知先として利⽤する場合の準備」をご確認ください。

⼊⼒項⽬

項⽬ ⼊⼒内容

宛先 ⾳声通知を送りたい Teams アカウントをカンマ区切りで⼊⼒します。(※1)

クライアントID
Teams Developer Portal および Azure Portal で登録・設定したアプリのクライアン
ト ID を⼊⼒します。

クライアントシー
クレット

Teams Developer Portal および Azure Portal で登録・設定したアプリのクライアン
トシークレットを⼊⼒します。

テナント ID
Teams Developer Portal および Azure Portal で登録・設定したアプリのテナント ID
を⼊⼒します。

※1 宛先として指定できるのは、Teams アカウントを表⽰したときに以下の部分に表⽰される情報です。



112 / 122

⼊⼒画⾯
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AzureAPIアクセスの設定
AzureAPIアクセスの設定の変更

クライアントID や アプリケーションシークレット、テナントまたはドメイン名、サブスクリプションID の確認⽅法は別冊 [クイッ
クスタート] の「2. Azure API 認証情報の⽤意」をご確認ください。

1. 画⾯左上のメニューアイコンをクリック

2. "Azure API アクセスの設定" をクリック



114 / 122

3. クライアントID と アプリケーションシークレット、テナントまたはドメイン名、サブスクリプションID を⼊⼒して [適⽤] を
クリックします。
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ダッシュボード
Board1 (マネージャー向け)

監視中のシステムについて、稼働状況を俯瞰的に⾒ることを⽬的としたダッシュボードです。

ダッシュボードの表⽰例
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アラートの概要

過去 30 ⽇間で、最も警告条件または障害条件を満たした回数が多いインスタンスが上位 3 つまで表⽰され
ます。
また、過去 30 ⽇間で何曜⽇のどの時間帯にアラートが多く発⽣していたかを⽰すチャートが表⽰されま
す。

⽉間 MTBF

インスタンスの平均連続稼働時間 (直近30⽇間) です。
計算式は別冊 [サービス仕様書] をご確認ください。

⽉間稼働率

インスタンスの稼働時間⽐率 (直近30⽇間) です。
計算式は別冊 [サービス仕様書] をご確認ください。

Database の接続占有率

直近 1 時間分の接続占有率の推移をあらわしたグラフです。
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Board2 (監視オペレーター向け)

監視中のシステムについて、稼働状況の速報値を⾒ることを⽬的としたダッシュボードです。

ダッシュボードの表⽰例



118 / 122

監視状況のサマリ

現在のアラート状況をあらわした円グラフです。

凡例 説明

critical 障害条件を満たしている項⽬の数

warning 警告条件を満たしている項⽬の数

normal 正常な項⽬の数

unknown 何らかの理由で正常に監視できていない項⽬の数

発⽣中のアラート

警告または障害条件を満たしている項⽬の概要を⼀覧できます。
例えば、Virtual Machines の test1 インスタンスでは現在 CPUUtilization が警告と障害条件のいずれも満たし
ている状態、と読みます。

Virtual Machines の CPU使⽤率

直近1時間分の CPU使⽤率の推移をあらわしたグラフです。

Virtual Machines のディスク読み取り/書き込みバイト数

直近1時間分のディスク読み取り/書き込みバイト数をあらわしたグラフです。

Virtual Machines のネットワーク⼊出⼒パケット数

直近1時間分のネットワーク⼊出⼒パケット数をあらわしたグラフです。

Database の Queries

直近1時間分のデータベースに対するクエリ数をクエリの種別ごとにあらわしたグラフです。

Database の Innodb Buffer Pool 読み取り/書き込みリクエスト数

直近1時間分の Innodb Buffer Pool 読み取り/書き込みリクエスト数をあらわしたグラフです。

Database の Innodb ディスクデータ読み取り/書き込みバイト数

直近1時間分の Innodb ディスクデータ読み取り/書き込みバイト数をあらわしたグラフです。



119 / 122

その他
⾔語の変更

1. 画⾯右上のメニューアイコンをクリック

2. "アカウント設定" をクリック

3. "⾔語" のプルダウンメニューから選択する
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タイムゾーンの変更

タイムゾーンは、ダッシュボードで表⽰されるグラフなどの⽇時表⽰に影響します。

1. 画⾯右上のメニューアイコンをクリック

2. "アカウント設定" をクリック

3. タイムゾーンを選択し、[適⽤] をクリックします。
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パスワードの変更

1. 画⾯右上のメニューアイコンをクリック

2. "パスワード変更" をクリック

3. 現在のパスワードと新しいパスワードを記述する
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ログアウト

1. 画⾯右上のメニューアイコンをクリック

2. "ログアウト" をクリック


